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私
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
批

判
的
で
、
先
行
き
は
相
当
怪

し
い
と
考
え
て
い
る
。
「
３

本
の
矢
」
と
い
わ
れ
る
が
理

論
体
系
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
た
ま
た
ま
と
っ
た
政
策

を
並
べ
た
だ
け
だ
。

第
一
の
大
胆
な
金
融
緩
和

に
つ
い
て
は
、
結
論
か
ら
い

う
と
成
否
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
ん
な
に
長
く
デ
フ
レ
状
態

が
続
い
た
国
は
な
い
し
、
こ

う
い
う
政
策
を
や
っ
た
国
は

な
い
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
多

く
の
経
済
学
者
は
、
デ
フ
レ

か
ら
脱
却
し
物
価
が
２
％
ぐ

ら
い
上
昇
し
た
暁
に
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
金
融
政
策
を
転

換
す
る
か
「
出
口
」
を
心
配

し
て
い
る
。
物
価
が
上
が
る

と
当
然
、
長
期
金
利
が
上
が

っ
て
く
る
の
で
財
政
再
建
の

大
き
な
負
担
に
な
る
。

第
二
の
機
動
的
な
財
政
運

営
、
要
す
る
に
公
共
投
資
主

導
型
の
政
策
は
効
果
が
一
時

的
で
、
明
確
に
反
対
だ
。

第
三
の
成
長
戦
略
。
本
当

に
構
造
改
革
を
進
め
る
な

ら
、
農
地
の
自
由
化
や
混
合

診
療
の
解
禁
な
ど
、
岩
盤
規

制
と
い
わ
れ
る
抵
抗
の
大
き

い
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
効

果
が
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ

踏
み
込
め
て
い
な
い
。

第
四
の
矢
と
し
て
、
本
当

は
財
政
再
建
が
必
要
だ
と
い

う
の
が
私
の
考
え
。
日
本
の

財
政
事
情
は
先
進
国
中
最
悪

で
、
日
本
人
が
１
年
間
で
稼

ぎ
出
す
所
得
の
２
倍
以
上
の

借
金
が
た
ま
っ
て
い
る
。
２

０
２
０
年
ご
ろ
に
は
財
政
破

綻
の
危
険
性
が
か
な
り
高
ま

る
と
み
る
予
測
も
あ
る
。

大
胆
な
金
融
緩
和
を
２
０

２
０
年
ま
で
延
ば
せ
ば
、
さ

す
が
に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し

て
２
％
く
ら
い
は
物
価
が
上

が
り
金
利
も
上
が
る
。
こ
こ

で
さ
っ
き
の
「
出
口
」
の
話

と
つ
な
が
る
。
今
ま
で
は
国

債
の
金
利
が
下
が
っ
て
い
た

の
で
、
財
政
再
建
で
き
ず
に

赤
字
が
積
み
上
が
っ
て
も
金

利
の
支
払
い
は
減
っ
て
い

た
。
今
度
は
ゼ
ロ
金
利
が
２

％
金
利
に
な
る
の
で
逆
の
こ

と
が
起
こ
る
。
財
政
再
建
で

赤
字
を
減
ら
し
て
も
、
金
利

上
昇
で
国
債
費
が
増
え
て
し

ま
う
シ
ナ
リ
オ
に
な
る
。

し
か
も
、
消
費
税
８
％
の

実
施
と
併
せ
５
兆
円
の
経
済

対
策
実
施
が
決
ま
っ
た
。
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
を
懸
念

し
て
の
テ
コ
入
れ
だ
が
、
歳

入
を
増
や
す
た
め
の
消
費
税

増
税
な
の
に
、
そ
れ
で
悪
影

響
が
出
る
か
ら
と
歳
出
を
増

や
す
の
で
は
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
新
た
な
特
徴
が
浮
か

ぶ
。
一
つ
は
日
本
の
経
済
政

策
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い

る
こ
と
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
よ
う
な
非
常
時
は
別
と

し
て
、
景
気
が
悪
そ
う
だ
か

ら
財
政
支
出
を
増
や
す
と
い

う
反
応
は
他
の
国
に
は
な

い
。
二
つ
目
は
政
治
家
は
や

は
り
お
金
を
使
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
。

今
ま
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

う
ま
く
い
っ
た
の
は
、
多
く

の
人
に
痛
み
が
伴
う
と
こ
ろ

を
避
け
て
き
た
か
ら
。
し
か

し
来
年
度
以
降
、
経
済
の
減

速
も
あ
り
、
財
政
赤
字
の
問

題
が
深
刻
に
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
真
価
が
問
わ
れ

る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
「
政
策
科
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
１０
月
３０
日
、
「
日
本
経
済
の
課
題

―
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
総
点
検
す
る
―
」
と
題
し

て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０

人
を
前
に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

原
田
博
夫
経
済
学
研
究
科

長
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
判

断
材
料
が
出
そ
ろ
っ
た
時
機

で
、
縦
横
無
尽
な
議
論
を
期

待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
櫻
井
宏
二
郎
教
授
が
趣
旨

を
説
明
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

中
心
に
よ
り
広
い
視
点
か
ら

日
本
経
済
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

基
調
講
演
し
た
小
峰
隆
夫

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造

研
究
科
教
授
に
加
え
、
パ
ネ

リ
ス
ト
４
氏
▽
藻
谷
浩
介
㈱

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主

席
研
究
員
▽
田
中
隆
之
教
授

▽
伊
藤
恵
子
教
授
▽
西
岡
幸

一
教
授
―
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
で
見
解
を
語
っ
た
。

著
書
『
デ
フ
レ
の
正
体
』

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

藻
谷
氏
は
、
小
売
販
売
額
統

計
と
課
税
対
象
所
得
額
の
推

移
か
ら
「
バ
ブ
ル
期
以
降
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
前
後

を
含
め
小
売
販
売
額
は
変
動

し
て
い
な
い
。
去
年
の
輸
出

額
は
バ
ブ
ル
期
の
５
割
増
し

と
い
う
高
水
準
で
、
こ
れ
以

上
の
増
加
が
あ
る
の
か
」
と

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
前
提
と
す

る
経
済
環
境
を
否
定
。
雇
用

が
増
え
な
い
の
は
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
起
因
す
る
と

し
て
「
企
業
は
女
性
の
雇
用

を
投
資
と
し
て
行
う
べ
き

だ
」
と
断
じ
た
。

田
中
教
授
は
深
刻
化
す
る

財
政
問
題
を
金
融
政
策
と
の

関
係
で
論
じ
「
経
常
収
支
が

赤
字
見
通
し
に
な
っ
た
時
に

市
場
の
見
方
が
変
わ
る
。
長

期
金
利
が
上
昇
し
た
時
が
財

政
破
綻
の
第
一
歩
」
と
指

摘
。
伊
藤
教
授
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
に
よ
っ
て
大
き
な
経
済

効
果
を
実
現
す
る
に
は
労
働

・
資
本
の
円
滑
な
移
動
や
国

内
外
か
ら
の
投
資
の
活
発
化

を
通
じ
た
生
産
性
向
上
が
必

要
だ
。
そ
の
た
め
に
国
内
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
が
欠
か

せ
な
い
」
と
述
べ
た
。

内
外
の
企
業
動
向
に
詳
し

い
西
岡
教
授
は
、
南
ア
フ
リ

カ
出
身
の
米
国
の
起
業
家
イ

ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
を
挙
げ

「
女
性
や
留
学
生
な
ど
多
様

な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持
つ

人
の
活
用
が
経
済
を
活
性
化

す
る
」
と
力
説
。
「
日
本
は

技
術
で
勝
ち
、
事
業
で
負
け

て
い
る
。
も
の
づ
く
り
か
ら

シ
ス
テ
ム
や
ト
ー
タ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
う
�
こ
と
づ
く

り
�
に
移
行
す
る
支
援
策
が

重
要
に
な
る
」
と
結
ん
だ
。

四
川
師
範
大
学
法
学
院
の

と
う
し
ょ
く

ぎ
ょ
う

唐
稷
堯
院
長
を
講
師
と
す
る

法
学
部
学
術
講
演
会
が
１０
月

２３
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
一
般
参
加
を
含
む

１
６
４
人
が
聴
講
し
た
。

冒
頭
、
白
藤
博
行
法
学
部

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
日

髙
義
博
理
事
長
が
唐
院
長
を

は
じ
め
蔡
鶴
副
教
授
、
陳
山

副
教
授
、張
光
雲
副
教
授（
平

２４
院
法
博
）
の
４
人
の
同
大

研
究
者
を
紹
介
。
か
つ
て
日

髙
研
究
室
に
在
籍
し
た
張
副

教
授
が
こ
の
日
の
通
訳
を
務

め
た
。

「
中
国
刑
法
の
解
釈
上
の

特
殊
性
と
基
本
的
視
座
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
唐

院
長
は
４１
歳
と
い
う
若
さ
。

法
学
院
長
と
い
う
役
職
は
日

本
の
法
学
部
長
に
相
当
す

る
。唐

院
長
は
ま
ず
、
中
国
の

法
解
釈
の
体
系
的
な
特
徴
を

「
法
解
釈
を
一
種
の
権
力
と

分
類
し
、
刑
法
を
含
む
法
律

の
解
釈
権
が
各
国
家
機
関
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
」
と
説
明
。
中
国
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会
、
最
高

人
民
法
院
、
最
高
人
民
検
察

院
に
法
解
釈
権
が
与
え
ら
れ

て
い
る
と
し
た
。

中
国
で
は
最
近
、
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
の
解
釈
体
系
に
よ
る

司
法
活
動
の
機
械
化
・
硬
直

化
を
避
け
る
た
め
、
「
案
件

指
導
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
た
。

同
制
度
は
、
類
似
の
案
件

に
対
し
て
指
導
適
用
さ
れ
る

べ
き
法
律
解
釈
を
発
布
す
る

も
の
で
、
今
後
の
参
照
適
用

効
力
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
０
年
に
最
高

人
民
法
院
、
最
高
人
民
検
察

院
が
創
設
し「
事
実
上
、一
般

の
裁
判
官
が
あ
る
程
度
ま
で

個
々
の
案
件
の
司
法
解
釈
権

を
持
つ
こ
と
を
承
認
し
て
い

る
と
い
え
る
」と
評
価
し
た
。

ま
た
、
刑
法
解
釈
を
め
ぐ

る
形
式
的
解
釈
派
と
実
質
的

解
釈
派
の
論
争
に
つ
い
て
言

及
。
最
高
司
法
機
関
で
は
実

質
的
解
釈
の
傾
向
が
顕
著
だ

が
、
各
地
方
の
司
法
機
関
は

形
式
的
解
釈
が
多
い
現
状
を

説
明
し
た
。

形
式
的
解
釈
に
は
機
械
的

な
刑
法
適
用
に
陥
る
恐
れ
が

あ
る
が
、
実
質
的
解
釈
に
は

超
法
規
的
な
解
釈
が
で
き
る

機
能
が
あ
る
と
指
摘
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
「
形
式
的
解

釈
の
下
で
実
質
的
解
釈
を
組

み
込
む
こ
と
を
試
み
る
」
と

い
う
自
身
の
見
解
を
示
し

た
。同

２５
日
に
は
専
大
刑
事
判

例
研
究
会
の
主
催
に
よ
る

「
日
中
刑
事
法
研
究
会
」が
法

科
大
学
院
棟
で
開
か
れ
た
。

来
校
し
た
中
国
の
４
人
の
刑

事
法
研
究
者
を
交
え
、
本
学

の
刑
事
法
ス
タ
ッ
フ
と
の
間

で
法
解
釈
学
の
あ
り
方
に
つ

い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

１０
月
１９
日
、
日
韓
サ
イ
バ
ー
法
学
会
が
発
足
し
、
第
１
回
大
会

が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法
科
大
学
院
棟
（
８
号
館
）
で
開
催
さ

れ
た
∥
写
真
。
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
韓
国
と
日
本
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
に
つ
い
て
」
。
日
韓
両
国
か
ら
約
２０
人
の

研
究
者
・
実
務
家
が
集
い
、
５
件
の
発
表
と
討
議
が
な
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
は
、
法
学
部
の
岡
田
好
史
准
教
授
、
稲
垣
悠
一
非
常
勤

講
師
が
発
表
し
た
。

本
学
会
の
初
代
会
長
に
は
、
本
学
の
日
髙
義
博
理
事
長
が
、
副

ベ
ク
ユ
ン
チ
ョ
ル

会
長
に
は
大
邱
サ
イ
バ
ー
大
学
の
白
允
�
教
授
が
就
任
し
た
。
今

後
は
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
研
究
者

及
び
実
務
家
か
ら
な
る
国
際
的
な
学
会
と
し
て
、
組
織
及
び
会
員

の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
２
回
大
会
は
韓
国
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。

自
然
科
学
研
究
所
研
究
会
／

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
学
科
公
開
講
座
「
自
然

環
境
と
人
間
生
活
の
接
点
を

考
え
る
」

▽
日
時
∥
１１
月
２５
日
（
月
）

１６
時
４５
分
～
１８
時
４５
分
▽
場

所
∥
専
修
大
学
生
田
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
報
告
者

∥
井
上
幸
孝
文
学
部
准
教
授

／
鳥
塚
あ
ゆ
ち
商
学
部
非
常

勤
講
師
／
佐
藤
暢
経
営
学
部

准
教
授
／
五
反
田
克
也
千
葉

商
科
大
学
政
策
情
報
学
部
准

教
授

□問
井
上
准
教
授m

a
i
l
:
t
a

k
a
i
o
@
i
s
c
.
s
e
n
s
h
u- u

.

a
c
.
j
p

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
と
家
族
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
～
横
田
滋
写
真
展

▽
展
示
期
間
∥
１１
月
２６
日

（
火
）
～
１２
月
４
日
（
水
）

９
～
１７
時
※
１２
月
１

日

（
日
）
は
除
く
▽
場
所
∥
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
５
階

ア
ト
リ
ウ
ム

▽
内
容
∥
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
被
害
者
の
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
の
父
・
滋
さ
ん
が
撮
影
し

た
「
め
ぐ
み
さ
ん
と
家
族
」

の
写
真
を
中
心
に
、
調
査
団

が
持
ち
帰
っ
た
め
ぐ
み
さ
ん

や
め
ぐ
み
さ
ん
の
娘
さ
ん
の

写
真
な
ど
４０
点
▽
入
場
料
無

料自
然
科
学
研
究
所
公
開
講
演

会
「
太
陽
系
惑
星
探
査
の
最

前
線
」

▽
日
時
∥
１２
月
７
日
（
土
）

１３
時
３０
分
～
１６
時
▽
場
所
∥

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１
０

１
教
室
▽
テ
ー
マ
・
講
師
∥

「
暁
の
星
へ
」
大
月
祥
子
商

学
部
講
師
／
「
氷
の
月
と
水

の
海
」
木
村
淳
東
京
工
業
大

学
地
球
生
命
研
究
所
研
究
員

□問
自
然
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
０
５
８
８

アベノミクス総点検

中
国
刑
法
を
説
明
四
川
師
範
大
学

法
学
院
・
唐
院
長

法学部

学術講演会

法学部

学術講演会

政策科学シンポジウム

▲ 日髙理事長（右端）が四川師範

大学法学院の４氏を紹介

▶

左
か
ら
小
峰
、
藻
谷
、
田
中
、

伊
藤
、
西
岡
の
各
氏

公
開
講
座
情
報

�

講
演
す
る
唐
院
長

小
峰
隆
夫
・
法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
教
授
が
基
調
講
演

誕生

第
四
の
矢
と
し
て「
財
政
再
建
」必
要

日
韓
サ
イ
バ
ー

法
学
会
第
１
回
大
会

雇
用
問
題

雇
用
問
題

財
政
課
題

財
政
課
題

産
業
構
造

産
業
構
造

企
業
動
向

企
業
動
向
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